
 

第８回学長定例会見資料２ 

2014 年度日本建築学会大会（近畿）の開催について 
 

2014 年度日本建築学会大会実行委員会 

 

日本建築学会は、下記のとおり今秋に神戸大学国際文化学部，工学部等を会場として「日本建築学会

大会」を開催することとなりました。 

なお、各事業の詳細は学会大会ホームページ（http://news-sv.aij.or.jp/taikai/2014/）をご参照ください。 

 

○会期：2014 年 9月 12 日（金）～9月 14日（日）（3日間） 

○会場：神戸大学国際文化学部、工学部，他（神戸市灘区） 

○主催：一般社団法人 日本建築学会 

○メインテーマ：「再生－未来へつなぐ－」 

阪神・淡路大震災からまもなく 20 年になろうとしています。この間、東日本大震災を経験し、日本

列島が地震、津波による災害と常に向き合っていなければならないことを激しい痛みをもって認識し

てきました。また、台風や集中豪雨による被害も続いており、地球温暖化の影響に伴う発生頻度と災

害規模の増大も懸念されています。 

このような自然の脅威から人命と社会経済活動を守るために、建築はその時代の最先端の知識と技術

で対応してきました。神戸という地で大会を開催するという巡り合わせの中で、被害を受けた都市や

地域が復興を通して再生していく過程を今一度見つめ直すとともに、“日本の再生”に建築が果たす役

割 を、未来への希望を込めつつ考えてみる機会にしたいと思います。  

 

○参加者：3 日間で建築関係の大学・研究機関等の学会員、大学院学生など延べ約 10000 人の予想（近

年の実績より）で学術講演の演題数は 6,711 題です。 

○主な行事 

１．記念行事 

・記念特別講演会 安藤忠雄氏「阪神・淡路大震災から」（定員 700 名） 

日時 9 月 12 日（金） 15：00～17：00 

場所 ANA クラウンプラザホテル神戸（神戸市中央区北野町１） 

・記念シンポジウム「まちの再生と市民まちづくりのこれから－震災を経て市民まちづくりはどう変わ

ったか－」（定員 500 名） 

日時 9 月 13 日（土） 9:30～12：30 

場所 神戸大学出光佐三記念六甲台講堂（神戸大学経済・経営・法学部） 

基調講演 佐藤滋氏（早稲田大学教授）、各地からの報告 真野まちづくり推進会、野田北ふるさとネ

ット、井吹台自治会連合会、東日本大震災関連など 

・見学会 9 月 11 日～14日（定員 30 名～60名） 

注）見学会の事前申し込みはすでに終了しているものもあります。 

大阪市あべのハルカス、奈良市興福寺中金堂、神戸市垂水区旧グッゲンハイム邸、神戸市中央区竹中

大工道具館などを見学。 

 

２．学術講演会・研究協議会・研究懇談会・パネルディスカッション、各種表彰式，建築作品展 

日時 9 月 12 日（金）～14 日（日）  場所 神戸大学国際文化学部，工学部等 

 

３．関連行事 9 月 12 日（金）～15 日（月）  場所 神戸大学，神戸市内 

全国建築系大学教育連絡協議会総会，自然災害リスク管理に関する日本工学会・日本建築学会・土木

学会・世界工学団体連盟（WFEO）合同国際ジョイントシンポジウム、2014 年度学生と地域との連携に

よるシャレットワークショップ，学生による語り合いのシンポジオン 2014、司法支援建築会議，住ま

いづくり市民セミナー＠近畿、子ども教育支援建築会議 

 



○日本建築学会の概要 

一般社団法人日本建築学会は、会員相互の協力によって、建築に関する学術・技術・芸術の進歩発達

をはかることを目的とする学術団体です。1886 年（明治 19 年）に創立されて以来今日にいたるまで、

わが国建築界においてつねに主導的な役割をはたしてきました。 

 現在、会員は３万５千名余にのぼり、会員の所属は研究教育機関、総合建設業、設計事務所をはじめ，

官公庁、公社公団、建築材料・機器メーカー、コンサルタント、学生など多岐にわたっています。 

本会は上記の目的を達成するため、調査研究の振興、情報の発信と収集、教育と建築文化の振興、

業績の表彰、国際交流、提言・要望などの事業を幅広く実施しています。調査研究活動では、建築学

の専門分野別に 15の常置調査研究委員会を設置し、さらにそれらのもとに約 590 の小委員会、ワーキ

ンググループを設けて、延べ 7,500 名の委員が年間約 2,600 回の会合を開いて専門的な調査研究活動

を行っています。また、刻々と変化する社会的な要請にもとづく課題に対しては特別研究委員会を組

織し、対応しています。調査研究委員会の活動成果は、学会の規準、仕様書、指針、報告書等として

出版されるとともに、講習会、シンポジウムを通して会員をはじめ広く建築関係者に対して普及がは

かられています。 

また、全国に 9 つの支部と 36 の支所を設けて、それぞれの地域に即した活動を展開しています。 

 

 

・この件についてのご質問等については下記までご連絡ください。 

 

神戸大学工学部建築学教室内 

2014 年度日本建築学会大会実行委員会 

 広報部会 三輪康一 

（電話・FAX 078-803-6012） 


